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光照射によって物質の相が転移する現象を光誘起

相転移と言う。光誘起相転移は相が競合する物質で

しばしば起こり、このような相の競合は、電荷・ス

ピン・軌道の自由度の強い相関によって様々な電子

相を示す強相関電子系で典型的に観察される。 

V イオンが三角格子から規則的に三角形が抜けた

構造をもつフラストレーション系 BaV10O15（斜方晶）

の単結晶は TS=123K で構造相転移とともに金属絶縁

体転移を示す[1]。本研究ではこの物質の光誘起ダイ

ナミクスを明らかにするために、pump-probe 法によ

るフェムト秒時間分解反射率測定を行った。光源は

Ti:sapphire 再生増幅システムレーザーを用い、波長は

795nm(1.56eV)である。 
図 1 に probe 光の偏光方向(E)が b 軸方向、pump 光

の偏光方向(Eex)が c 軸方向の反射率の時間変化の温

度依存性を示す。pump 光照射直後の反射率の変化

は、T>TS=123K では増大するが、T<TSになると減少

する。また T>>TSと T<TSでは 10ps 程度で反射率の

変化はほぼ 0 に戻るが、TS 直上では 400ps 以降まで

変化が続くことが分かった。 
図 2 に図 1 と同じ偏光方向で、77K での反射率の

時間変化の励起強度依存性を示す。励起強度によら

ず pump 光照射直後(t<2ps)に反射率は一旦減少する

が、その後の時間変化では、励起強度が中間程度

(0.90mJ/cm2、0.45mJ/cm2)では反射率は逆に増大し、

励起強度が最も強いところ(>1.3mJ/cm2)では反射率

はさらに減少することが分かった。BaV10O15 の E||b
の 1.56eV における反射率は、温度が上昇すると単調

に減少する[2]。したがって励起強度を最も強くした

ときの反射率の減少は、pump 光照射による温度上昇

が原因だと考えられる。しかし励起強度が中間程度

のときの反射率の増大は温度上昇では説明できな

い。これは光照射により新たな相が出現している可

能性を示唆している。 
反射率の時間変化を三つの指数関数 )/exp( τt− の

和 で フ ィ ッ テ ン グ し 、 最 も 短 い 緩 和 時 間

τ [0.7ps(77K)~3ps(300K)]を持つ指数関数の係数 A の

温度依存性を図 3 に示す。E||b の場合は TS=123K で

正から負へと変化するが、E||a の場合は温度によらず

負のままであり、光誘起ダイナミクスに異方性があ

ることが分かった。 
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  図 1．反射率時間変化の温度依存性 

 

0 20 40 60 80
–0.04

–0.02

0

0.02 E || b
0.90mJ/cm2

Eex || c

Delay time (ps)

∆R
/R

1.3mJ/cm2

77K
0.45mJ/cm2

1.8mJ/cm2

2.2mJ/cm2

0.22mJ/cm2

 
  図 2．反射率時間変化の励起強度依存性 
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  図 3．指数関数の係数 A の温度依存性 
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